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▶第3章　国民の権利及び義務

第10条【国民の要件】日本国民たる(　１　)は，法律でこれを定める。

第11条【基本的人権の享 (きょう)有 (ゆう)】国民は，すべての(　２　)の享有を妨 (さまた)げられない。この憲法が国民に保障する(　２　)は，侵すことのできない永久の(　３　)として，現在及び将来の(　４　)に与へられる。

第12条【自由・権利の保持の責任とその濫 (らん)用 (よう)の禁止】この憲法が(　５　)に保障する自由及び権利は，(　５　)の不断の(　６　)によつて，これを保持しなければならない。又 (また)，(　５　)は，これを(　７　)してはならないのであつて，常に(　８　)のためにこれを利用する責任を負ふ。

第13条【個人の尊重・幸福追求権・公共の福 (ふく)祉 (し)】すべて国民は，(　９　)として尊重される。生命，自由及び(　10　)に対する国民の権利については，(　11　)に反しない限り，立法その他の(　12　)の上で，最大の尊重を必要とする。

第14条【法の下 (もと)の平等，貴族の禁止，栄典】
1 すべて国民は，(　13　)に平等であつて，人種，信条，性別，社会的身分又 (また)は(　14　)により，政治的，経済的又は社会的関係において，(　15　)されない。
2 華 (か)族 (ぞく)その他の(　16　)の制度は，これを認めない。
3 栄 (えい)誉 (よ)，勲 (くん)章 (しょう)その他の(　17　)の授 (じゅ)与 (よ)は，いかなる(　18　)も伴 (ともな)はない。(　17　)の授与は，現にこれを有し，又は将来これを受ける者の(　19　)に限り，その効力を有する。
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第15条【公務員選定罷 (ひ)免 (めん)権，公務員の本質，普通選挙の保障，秘密投票の保障】
1 (　20　)を選定し，及びこれを罷免することは，国民固有の権利である。
2 すべて(　20　)は，全体の(　21　)であつて，一部の(　21　)ではない。
3 (　20　)の選挙については，成年者による(　22　)を保障する。
4 すべて選挙における投票の(　23　)は，これを侵してはならない。
選挙人は，その選択に関し公的にも私的にも(　24　)を問はれない。

第16条【請 (せい)願 (がん)権】何 (なん)人 (ぴと)も，損害の救済，(　20　)の罷 (ひ)免 (めん)，法律，命令又 (また)は規則の制定，廃 (はい)止 (し)又は改正その他の事 (じ)項 (こう)に関し，平 (へい)穏 (おん)に(　25　)する権利を有し，何人も，かかる(　25　)をしたためにいかなる(　26　)待 (たい)遇 (ぐう)も受けない。

第17条【国及び公共団体の賠 (ばい)償 (しょう)責任】何 (なん)人 (ぴと)も，(　20　)の(　27　)により，損害を受けたときは，法律の定めるところにより，国又 (また)は公共団体に，その(　28　)を求めることができる。

第18条【奴 (ど)隷 (れい)的拘 (こう)束 (そく)及び苦 (く)役 (えき)からの自由】何 (なん)人 (ぴと)も，いかなる(　29　)的拘束も受けない。又 (また)，犯罪に因 (よ)る処 (しょ)罰 (ばつ)の場合を除いては，その意に反する(　30　)に服させられない。

第19条【思想及び良心の自由】思想及び良心の自由は，これを侵してはならない。


